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Ⅰ はじめに

• 針葉樹人工林を低コストに広葉樹林へ更新は、

現人工林の前の土地利用形態や、

隣接地に天然林があるかどうか等

によって決まることが解ってきた。

この更新適地を、GISを用いて過去の土地利用から

解析する手法を開発した。 使用したデータ

100年前の1/5万地形図

森林計画図（森林簿：含む国有林）

2008年 伊藤哲ら



Ⅱ ３つの事例紹介

１ 久万高原町

２ 新居浜市

３ 今治市 現在の植生と
100年前の土地利用

これが
研究のきっかけ

３つともヒノキ人工林
林齢約80年



１ 久万高原町露峰

200810 日本林業技士会 撮広葉樹母樹位置 測定 木村光男 未発表資料



表－１ 露峰試験地の概要

林齢は2002年 2002年 豊田ら

旧久万町有林 ヒノキ天然更新に着目して設置した試験地であるが、標高
1000ｍでブナ科はコナラとクリ(DBH15cm以上）が周辺200mに分布。 ミズ
ナラ・ブナを欠く。
過去の土地利用は、原野（茅場）。



前土地利用は針広混交林

２ 新居浜市別子山

広葉樹母樹位置 測定 木村光男 未発表資料 200710 IKONOS



現地は、住友林業が、群状択伐跡地の
天然更新を目的とした試験をしており、
今回広葉樹林化試験に流用。

小面積皆伐と間伐処理（列状交互群状
択伐）が実施されている（標高1000m)。

周辺の広葉樹母樹（DBH15cm以上）
を調査。ブナ科では、ミズナラが分布。

表－２ 中七番試験地概要
2002年調 ヒノキ78年生



３ 今治市玉川町



表－３ 鈍川展示林試験地の概要

旧今治共有山組合有林
ヒノキ-ヒノキ複層林試験地
である。低木階はヒノキ以
外、高木種を欠く。
過去の土地利用は採草地、

数年に1回強度の林床刈り
払いを実施。この作業も影
響か。

図－１ 高齢林内の
低木階出現種数



Ⅲ 調査方法 １ 過去の植生分布図を作成した。

図－２ 1904年
頃の陸軍測量部
1/5万地形図を植
生記号で色分けし、
GIS上で空間情報
を与えた。

1900年（明治33年)図
式）は現代と緯度経度の
原点が異なっているた
め、現在の1/25000を背
景にして、4点でジオリ
ファレンスした。

RSソフトで色塗り画
像をベクター化した。



２ 現在の植生分布図を作成し、比較した。

○ 民有林は、愛媛県の地域森林計画対象森林について、2004年確
定の森林簿を林班別に集計した。

○ 林野庁所管国有林と官行造林は、2000年時点の計画対象森林に
ついて、森林簿情報から小班別に集計した。
森林総研よりデータを得た。
解析図幅に含まれる高知県分の国有林も集計した。

○ 使用したGISソフトは、ArcView9.2とSuperMapDeskPro2008、
eCognition
である。

今回の調査エリアに含まれる計画対象森林区域は、43万ha
（民有林82%、国有林・官行造林地18%)

愛媛県の森林面積40万ha



図－３ 1904年
頃の地形図植
生記号から作
成した、愛媛県
全域（高知県の
一部も含む）の
植生分布図

これらの箇所に原野
が多く分布

豊田信行と岡田恭一が作成
2009/03/26日本森林学会大会
（京大：Pa1-27）で発表予定



図－４ 1904年頃の

愛媛県（一部高知県の
国有林も含む）の植生
分布図

計画対象森林で切り
取り処理を実施。

以降このエリアを解
析する。

植生割合は、
針葉樹 18%
広葉樹＋針広混交林 56%

原野＋疎マツ＋森林外
＝過剰利用区域 27%



図－５ 2004年の愛

媛県の針葉樹人工林
率

計画対象森林区域の

林班別（国有林は小班別）
針葉樹人工林率

針葉樹人工林率が
20%未満の森林区域は、16%
20～40% は、9%

計24%
であった。

この区域は広葉樹林化誘導
の検討対象から除く。

なお、針葉樹人工林率が
80％以上の区域は、37%ある。



図－６ 過去の土地利
用から推定する、極相
林を構成する種での広
葉樹林化の適地判定
（仮定）



Ⅳ ２つの地
域で適地判
定を検討

左 大洲市（旧大洲市）
右 松山市（旧北条市）
以下旧市町村名で記載



図－７ 現在の衛星画像 ,左 大洲市 右 北条市

IKONOS 200208 と IKONOS 200207 フォールスカラー



図－８ 過去の土地利用 ,左 大洲市 右 北条市



図－９ 2004年森林簿の林種区分,左 大洲市 右 北条市



図－10 過去の土地利用から推定、極相林を構成する種での
広葉樹林化の適地判定 ,左 大洲市 右 北条市



まとめ
• 過去の土地利用が広葉樹林化の適地判定に影響していると

して、過去の植生分布図を作成した。

• 愛媛県（2004年）と森林管理局(2000年：愛媛県及び同県に
隣接する担当区)の森林簿情報から林班別（国有林は小班
別）に現在の植生分布図を作成した。

• 過去が原野等で現在針葉樹人工林の地域は、極相林を構成
する種で広葉樹林化できないと仮定したところ、本県では
偏って分布し、計画対象森林の23％が選ばれた。

• 今後、種子供給源となる広葉樹林の位置、人工林との距離
を加味して、広葉樹林化の適地判定を高度化する予定。

• 研究成果を行政と共有し、効率的な森林整備を推進したい。



お わ り

ご清聴 ありがとうございました

愛媛県農林水産研究所 林業研究センター
豊田 信行
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